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松野町議会定例会

松
野
町
議
会
定
例
会

 
平
成
₂₄
年
第
２
回

　平成24年第２回松野町議会定例会が、６月14日に召集され、14日と28日に提出議案などが
審議されました。主な内容は次のとおりです。

報告　○鬼北土地開発公社に関する報告について
○団法人松野町観光公社に関する報告について
○株式会社松野町農林公社に関する報告について
○平成23年度松野町一般会計繰越明許費繰越計算書について

承認　○専決処分の承認について
（平成24年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号））
▼原案どおり承認されました。

議案　○愛媛県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
○松野町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について
○松野町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例について
○平成24年度松野町一般会計補正予算（第１号）
○平成24年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
▼原案どおり可決されました。

諮問　○松野町人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
▼原案どおり同意されました。

選挙　○松野町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について
▼議長推薦により選挙管理委員に柳野治示氏、岡本雄作氏、河野治氏、山本泉氏
 選挙管理委員補充員に友吉子氏、今泉哲男氏、古川光規氏、谷口公夫氏が当選しまし
た。

意見　○北朝鮮による拉致問題の早期解決に向けた積極的で強力な行動を求める意見書
▼原案どおり可決されました。

補正予算の概要

平成2₄年度松野町一般会計補正予算（第１号）
【主な補正理由】
　人事異動や昇格に伴う調整により人件費に5,727千円を追加。　議会費に東日本大震災被災地などの議員視
察に要する特別旅費726千円を計上。総務費に、人事異動に伴う調整により、総務課付け事務補助員１人に係
る社会保険料272千円と賃金1,806千円を追加。民生費に、県の補助事業を活用し、町内の民間介護事業者が実
施する既存介護施設へのスプリンクラー整備を支援するため、介護基盤緊急整備等事業費補助金3,744千円を
計上。児童手当法の一部改正に伴い、本年４月１日より、子ども手当が児童手当へ制度変更されたことから、
子ども手当給付金34,360千円を児童手当給付金へ振替。労働費に、県補助事業を活用し、雇用対策と観光ＰＲ
を推進するため、ラジオ放送事業者において、「えひめ南予いやし博」に関連する各種イベントなどの現地取
材、レポーター及び編集業務に従事する２人を新規雇用させるとともに、イベント関連情報の番組放送を実施
する委託事業として、観光イベント等電波宣伝事業委託料5,365千円を計上するほか、「地域雇用創造促進協議
会」が、国の委託を受けて実施した「特産品印増産計画」及び「アグリレスキュー隊整備計画」に係る事業費
について、精算に伴う費用超過分を町が負担する方針としたことから、地域雇用創造実現事業負担金2,331千
円を計上。農林水産業費に、県の補助事業による新規就農支援策として、一定の要件のもと、独立・自営就農
を開始する新規就農者に対し、経営リスクを負っている就農時から経営が軌道に乗るまでの５年間を支援する
ため、１人あたり年額150万円の給付金を支給するとされたことから、２人分の青年就農給付金3,000千円を計
上するほか、林道小唐井線の路肩崩壊に係る改修事業費として、測量設計委託料186千円と工事請負費1,240千
円を計上。商工費に、当初予算において措置している「特産品ブランド化事業」の推進を強化するため、事業
推進員の配置が必要であることから、１人分の社会保険料231千円と賃金1,475千円を計上。森の国ロッジのボ
イラー故障に伴う改修費として、設計監理委託料262千円と工事請負費3,750千円を計上。県補助事業を活用し、
滑床渓谷の観光再生を図るため、ＮＰＯ法人などの各種団体が実施する、渓谷の資源を活かしたアウトドア体
験を一括して受け付ける総合窓口を万年荘に設置するとともに、ＰＲや連携企画などを協働して行う体制整
備を支援するため、滑床観光再生プロジェクト補助金2,000千円を計上。観光施設の指定管理者の変更に伴い、
ふれあい交流館温浴部門指定管理料5,203千円と河川公園施設指定管理料18,798千円をそれぞれ減額。

補正額：15,352千円
補正後の予算額：3,895,352千円

平成2₄年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 補正額：667千円
補正後の予算額：614,667千円

【主な補正理由】
　人事異動に伴う調整により人件費に667千円を追加。
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一般質問
土
居　
一
誠 

議
員

平
成
₂₄
年
度
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
推
進
状
況
に
つ
い
て

問
．
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
立
ち
上
げ
と
審
議
構
想
に
つ
い
て

答
．
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
長
期
総
合
計
画
の
着
実
な
推

進
、
地
域
計
画
の
実
践
、
様
々
な
行
政
課
題
の
共
有
、
町
民

の
意
見
反
映
な
ど
、
行
政
と
町
民
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
の
協
議
と
、
そ
の
推
進
を
図
る
機
関
と
な
る
も

の
で
、
町
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
会
で
あ
り
ま
す
。

　

先
般
、
委
員
の
一
部
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
３
名

の
応
募
者
が
あ
り
、
そ
の
内
、
２
名
を
委
員
に
加
え
、
第
１

回
の
委
員
会
を
今
月
末
ご
ろ
に
開
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ

の
組
織
を
有
効
に
機
能
さ
せ
、
松
野
町
独
自
の
施
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

国
際
化
や
高
度
情
報
化
に
よ
り
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が

著
し
く
変
化
す
る
と
と
も
に
、
国
を
挙
げ
て
地
域
主
権
へ
の

転
換
が
す
す
め
ら
れ
、
身
近
な
行
政
主
体
で
あ
る
市
町
村
の

役
割
と
責
任
は
、
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
一
方
で
、
本
町
に
お

け
る
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
は
必
然
的
な
も
の
で
あ

り
、
町
を
取
り
巻
く
諸
課
題
を
ど
う
や
っ
て
解
決
し
て
い
く

の
か
、
地
域
活
力
を
向
上
さ
せ
る
か
、
こ
れ
に
は
町
民
の
英

知
の
結
集
と
時
代
に
即
し
た
施
策
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
立
ち
上
げ
た
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
第
４

次
長
期
計
画
「
森
の
国
・
感
動
創
造
プ
ラ
ン
」
を
も
と
に
、

具
現
化
し
て
い
る
施
策
・
事
業
を
除
い
て
、
委
員
の
提
言
等

に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
考
え
で
あ

り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
町
の
舵
取
り
役
で
あ
る
私
が
、
事
業

の
優
先
度
や
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
規
事
業
を
追

加
す
る
な
ど
、
個
別
計
画
の
見
直
し
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
成
果
は
、
即
効
性
の
あ
る
も
の
と
、
時
を

要
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、

勇
気
と
決
断
、
迅
速
、
的
確
な
行
動
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り

に
邁
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
．
防
災
計
画
と
全
町
民
の
実
践
行
動
へ
の
体
制
整
備
に
つ

い
て

答
．
本
町
は
、
平
成
17
年
11
月
に
全
町
域
の
10
行
政
区
に
お

い
て
自
主
防
災
会
を
結
成
し
、
以
降
は
国
・
県
の
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
自
主
防
災
会
単
位
で
の
訓
練
を
実
施
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
指
摘
の
と
お
り
各
自
主
防
災
会
に

お
い
て
の
活
動
状
況
や
自
主
防
災
会
内
の
体
制
に
つ
い
て
は

ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
町
全
体
で
の
防
災
力
の
向
上
は
図
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
各
自
主
防
災
会
の
会
長
以
下
幹
部
の
方
々

の
意
識
と
末
端
の
住
民
の
意
識
に
も
格
差
が
あ
り
訓
練
内

容
に
つ
い
て
も
マ
ン
ネ
リ
化
は
否
め
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
平
成
20
年
度
に
は
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し

た
「
災
害
時
要
援
護
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
を
蕨
生
地

区
自
主
防
災
会
で
実
施
し
、
平
成
23
年
度
に
は
南
予
地
方
局

が
主
催
す
る
「
南
予
地
域
災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策
検
討

協
議
会
」
に
お
い
て
松
丸
地
区
自
主
防
災
会
に
よ
る
大
規
模

な
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
自
主
防
災
会
活
動
の
モ
デ

ル
と
し
て
今
後
の
訓
練
に
大
い
に
参
考
と
な
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
自
主
防
災
会
の
役
員
に
つ
い
て
は
１
～
２
年
で
交

代
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
自
主
防
災
会
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
度
か
ら
３
ヶ
年
計

画
で
各
自
主
防
災
会
推
薦
に
よ
る
防
災
士
の
育
成
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
防
災
士
に
な
る
た
め
の
講
習
等
に
係

る
費
用
を
県
と
町
と
で
負
担
し
、
受
講
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
に
よ
り
少
し
で
も
多
く
の
方
に
資
格
を
取
得
し
て
い

た
だ
き
、
自
主
防
災
会
の
核
と
な
っ
て
今
後
の
活
動
の
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、松
丸
、

延
野
々
、
豊
岡
後
の
各
自
主
防
災
会
で
防
災
士
が
そ
れ
ぞ
れ

１
名
誕
生
し
、
平
成
25
年
度
末
に
は
全
地
域
の
自
主
防
災
会

で
防
災
士
の
配
置
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
自
主
防
災
会
幹
部
と
防
災
士
が
連
携
し
、
よ
り
よ
い
活

動
や
訓
練
、
体
制
づ
く
り
が
実
現
で
き
る
こ
と
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

村
尾　
重
利 

議
員

観
光
施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

問
．
観
光
施
設
指
定
管
理
者
と
の
協
定
に
つ
い
て

答
．
松
野
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等

に
関
す
る
条
例
第
８
条
で
は
、「
指
定
管
理
者
の
指
定
を
受

け
た
団
体
は
、
町
長
と
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
項
目
も
７
項
目
に
わ
た
っ
て
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
滑
床

観
光
施
設
、
河
川
公
園
施
設
と
も
、
４
月
１
日
か
ら
指
定
管

理
者
が
株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
交
代
し
て
お
り
、

新
年
度
に
お
い
て
当
初
予
算
が
執
行
可
能
と
な
っ
た
た
め
、

多
少
事
務
手
続
き
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
条
例
に
規
定
さ
れ
た

項
目
に
つ
い
て
定
め
た
協
定
書
を
す
で
に
締
結
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
松
野
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
温
浴
部
門
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
り
、
事
務
的
な
処
理
が
終
わ
り
次
第
、
近
々
中

に
指
定
管
理
協
定
を
締
結
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
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一般質問
問
．
松
野
町
観
光
公
社
の
清
算
に
つ
い
て

答
．
観
光
公
社
で
は
、
河
川
公
園
施
設
の
指
定
管
理
期
間
が

終
了
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
指
定
管
理
を
行
う
観
光
施
設

が
な
く
な
っ
た
た
め
、
平
成
24
年
３
月
21
日
の
理
事
会
に
お

い
て
解
散
を
決
議
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
に
つ
き
ま
し
て

は
、
理
事
の
う
ち
６
名
が
清
算
人
に
就
任
し
て
粛
々
と
解
散

お
よ
び
清
算
に
関
す
る
事
務
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、
す
で

に
４
月
23
日
に
主
務
官
庁
で
あ
る
愛
媛
県
の
解
散
許
可
が
下

り
、解
散
開
始
登
記
と
清
算
人
登
記
も
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
虹
の
森
公
園
の
従
業
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

い
て
就
業
を
希
望
す
る
者
は
全
員
新
し
い
指
定
管
理
者
で
あ

る
株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
転
籍
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
売
り
掛
け
や
貸
し
倒
れ
の
処
理
、
在
庫
等
の

引
き
継
ぎ
、
重
要
書
類
の
保
管
な
ど
の
作
業
と
と
も
に
、
清

算
額
の
確
定
と
町
へ
の
残
余
財
産
の
引
き
継
ぎ
が
主
な
業
務

と
な
り
、
観
光
公
社
で
は
清
算
事
務
終
了
の
目
途
を
７
月
末

と
し
て
、
前
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
で
あ
る
松
野
清
算
人
が

作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

財
団
法
人
松
野
町
観
光
公
社
が
、
時
代
の
流
れ
と
は
い
え

こ
の
よ
う
な
形
で
終
焉
を
迎
え
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
は

あ
り
ま
す
が
、
20
年
に
わ
た
り
松
野
町
の
観
光
施
設
を
立

派
に
管
理
運
営
さ
れ
て
き
た
功
績
は
誠
に
多
大
で
あ
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
長
年
培
わ
れ
て
き
た
観

光
に
対
す
る
理
念
を
町
と
し
て
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い

き
、
新
し
い
指
定
管
理
者
と
も
連
携
を
深
め
て
更
な
る
観
光

振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
．
現
在
の
告
知
端
末
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
光
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
率
と
今
後
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

答
．
平
成
24
年
５
月
末
現
在
、
事
業
所
を
含
め
、
１
，
７
７

９
戸
に
お
い
て
告
知
端
末
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
内
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
可
能
地
域
や
共
聴
組
合
施
設
を
除

い
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
世
帯
は
７
７
３
戸
、
加
入
率

43
・
５
％
で
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
世
帯
は
３
５
８
戸
、

20
・
１
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
お
い
て
は
、
地
域
の
話
題
を
放
映
す

る
鬼
北
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
ま

た
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
も
高
速
通
信
環
境
の
充

実
の
点
か
ら
、
徐
々
に
加
入
者
が
増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

今
後
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
は
、
宇
和
島
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
と
Ｓ
Ｔ
ネ
ッ
ト
の
両
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
お
い
て
、
年
間

３
回
程
度
の
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
戸
別
訪
問
、
チ
ラ

シ
配
布
を
実
施
し
、
加
入
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

問
．
現
有
の
防
災
行
政
用
無
線
局
の
個
別
受
信
機
、
屋
外
拡

声
機
と
今
回
整
備
の
告
知
端
末
と
の
放
送
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て答
．
４
月
に
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
設
備
が
完
了
し
、
告
知
放

送
シ
ス
テ
ム
と
無
線
放
送
シ
ス
テ
ム
の
連
動
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
、定
時
放
送
で
は
告
知
端
末
と
個
別
受
信
機
、

屋
外
拡
声
機
を
連
動
さ
せ
て
行
政
情
報
を
提
供
し
て
お
り
ま

す
が
、
両
シ
ス
テ
ム
に
は
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

特
に
大
規
模
災
害
に
お
け
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
網
の

切
断
時
に
は
、無
線
放
送
シ
ス
テ
ム
に
て
周
知
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
設
備
の
維
持
・
管
理
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

問
．
告
知
端
末
に
よ
る
自
治
会
な
ど
特
定
グ
ル
ー
プ
対
象
の

連
絡
放
送
に
つ
い
て

答
．
告
知
放
送
の
運
用
を
開
始
し
て
１
ヶ
月
余
り
が
経
過

し
、
町
民
に
も
機
器
の
使
用
方
法
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
状
況

か
ら
、
自
治
会
を
は
じ
め
、
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
消
防
団
な
ど
の

特
定
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
連
絡
放
送
網
を
整
備
し
、
多
彩
な
利

用
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
町
内
各
組
織

に
対
し
て
要
望
を
と
り
ま
と
め
、
グ
ル
ー
プ
の
細
分
化
を
行

い
、
利
用
方
法
の
周
知
に
よ
り
、
早
期
の
運
用
開
始
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

問
．
設
備
の
適
正
利
用
や
内
容
の
充
実
等
を
検
討
す
る
た
め

の
協
議
機
関
に
つ
い
て

答
．
基
本
的
に
は
設
備
利
用
に
あ
た
っ
て
は
放
送
法
に
基
づ

き
、
総
務
省
の
許
可
を
得
て
運
用
を
し
て
お
り
、
そ
の
内
容

を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
変
更
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
つ
い
て
は
、宇
和
島
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
が
独
自
に
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

設
備
の
適
正
利
用
や
内
容
の
充
実
等
を
検
討
す
る
た
め
の

協
議
機
関
を
設
置
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

も
こ
の
情
報
通
信
基
盤
施
設
が
鬼
北
町
と
本
町
と
の
連
携
に

よ
り
整
備
し
た
も
の
で
あ
り
、
管
理
者
に
よ
り
定
め
る
鬼
北

地
域
情
報
通
信
基
盤
設
備
条
例
施
行
規
則
第
20
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
今
後
、
必
要
な
場
合
に
お
い
て
、
両
町
協
議
の
上
、

設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

赤
松　
紀
幸 

議
員

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
つ
い
て
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一般質問
加
藤　
康
幸 

議
員

今
後
の
町
政
の
方
向
付
け
と
進
退
に
つ
い
て

問
．
今
後
の
町
政
の
方
向
付
け
と
町
長
の
進
退
に
つ
い
て

答
．
私
は
、
今
期
の
公
約
の
柱
に
町
民
の
た
め
の
よ
り
良
い

合
併
を
掲
げ
、
町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
頂
い
て
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
就
任
以
来
、
合
併
協
議
の
推
進
と
、

松
野
町
の
懸
案
事
項
へ
の
対
応
や
仕
上
げ
、
締
め
く
く
り
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
合
併

協
議
が
行
き
詰
ま
り
、
特
例
法
期
限
内
の
合
併
が
で
き
ず
、

平
成
22
年
３
月
に
両
町
が
円
満
な
形
で
合
併
協
議
会
を
解
散

す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
鬼
北
町
を
始
め
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
、
大
変
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お
掛
け
し
、
申
し
訳
な
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
か
ら
も
責
任
追
及
に
よ
る
辞
職
勧
告
決
議
や
、
副
町

長
を
置
か
な
い
条
例
の
制
定
な
ど
、
私
に
対
す
る
厳
し
い
指

摘
と
試
練
を
頂
く
中
、
将
来
の
合
併
再
編
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
当
面
、
単
独
自
立
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
次
第

で
す
。

　

平
成
の
大
合
併
が
功
罪
を
残
し
な
が
ら
一
区
切
り
し
、
合

併
に
乗
り
遅
れ
た
松
野
町
で
は
あ
り
ま
す
が
、
任
期
後
半
の

平
成
23
年
２
月
に
は
、
少
数
精
鋭
の
新
生
議
会
が
誕
生
し
、

議
会
と
行
政
が
車
の
車
輪
の
ご
と
く
、
前
向
き
、
前
進
す
る

町
政
が
図
ら
れ
、
長
年
の
懸
案
事
項
や
諸
課
題
の
対
応
を
始

め
、
行
政
改
革
の
推
進
と
財
政
基
盤
の
充
実
を
基
本
に
、
道

路
、
情
報
基
盤
整
備
事
業
の
推
進
、
地
域
防
災
力
の
強
化
、

医
療
の
確
保
と
保
健
福
祉
・
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
安
心
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
、
特
産
品
の
生
産
と
付
加
価
値
化
、
森
の

国
ブ
ラ
ン
ド
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
農
業
支
援
体
制
の
充

実
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進
、
南
予
産
材
木
造
住
宅
建
設
促

進
事
業
、
住
宅
耐
震
化
、
太
陽
光
発
電
等
の
補
助
事
業
、
観

光
施
設
の
活
性
化
、
地
域
雇
用
促
進
事
業
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
践
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
や
子
供
医
療
費
の
無
料
化
、
松
野
中
学
校
木
造
校
舎

建
設
事
業
計
画
の
推
進
な
ど
、
子
供
を
大
切
に
守
り
育
て
る

環
境
づ
く
り
、
南
予
い
や
し
博
イ
ベ
ン
ト
、
予
土
県
境
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
施
策
、
身
近
な
住
民
要
望
事
業
な
ど
の
積
極
的
な
推

進
と
、
安
定
し
た
行
政
基
盤
づ
く
り
へ
の
地
な
ら
し
を
し
、

新
し
い
芽
を
蒔
き
、
芽
を
出
し
、
育
て
な
が
ら
、
少
し
ず
つ

そ
の
花
が
咲
き
か
け
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
任
期
、
残
す
と
こ
ろ
５
か
月
と
な
り
、
今
期
仕
上
げ

の
年
で
す
。

　

こ
の
間
、
先
人
先
輩
が
築
い
た
伝
統
と
ま
ち
づ
く
り
の
基

盤
に
感
謝
し
、
そ
れ
を
活
か
し
な
が
ら
、
町
政
各
般
に
わ
た

り
、
議
員
各
位
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
県

当
局
の
指
導
・
支
援
、
そ
し
て
町
職
員
の
熱
意
と
努
力
に
よ

り
、
一
定
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
の
町
政
の
方
向
付
け
に
つ
い
て
で
す
が
、
地
域
医
療

は
ま
ち
づ
く
り
、
町
民
生
活
の
根
幹
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

医
師
の
招
聘
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
と
、
各
関
係
方
面
へ
の
協
力
依
頼
を
積
極
的
に
行
い
、

な
ん
と
し
て
も
地
域
医
療
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
力
の
弱
い
中
山
間
地
域
の
町
と
し
て
、
引
き

続
き
第
５
次
行
政
改
革
の
推
進
を
始
め
、
選
択
と
集
中
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
と
有
利
な
財
源
を
確
保
し
、
効
率

的
、
効
果
的
運
営
に
徹
し
、
中
長
期
的
、
健
全
、
安
定
し
た

行
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
福
祉
や
防

災
需
要
の
増
大
に
も
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
は
、
大
事
業
の
中
学
校
木
造
校
舎
建
設
を
始
め
、

防
災
耐
震
化
事
業
、特
産
品
生
産
と
農
工
商
観
連
携
に
よ
る
、

森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
や
６
次
産
業
化
の
推
進
、
南
予
い
や

し
博
の
継
続
的
活
性
化
策
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
見
守

り
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
人
権
、
人
づ
く
り
、
道
路
、
住

宅
、
生
活
基
盤
の
整
備
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業

な
ど
、
森
の
国
の
ま
ち
づ
く
り
第
２
章
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
期
の
総
括
と
し
て
、
町
民
の

多
く
の
皆
さ
ん
の
願
い
で
あ
っ
た
鬼
北
町
と
の
合
併
が
か
な

わ
ず
、
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
の
結
果
責
任
と
覚
悟
に
対
す
る

審
判
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、
合
併
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
小
さ

な
町
な
ら
で
は
の
良
さ
や
特
色
、
き
め
細
や
か
さ
、
身
近
な

顔
の
見
え
る
安
心
感
、
小
回
り
の
良
さ
、
経
済
財
政
の
循
環
、

小
さ
な
町
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
な
ど
、
職
員
一
丸
と
な
り
、

内
外
の
信
頼
を
得
な
が
ら
、「
頑
張
っ
て
い
る
な
」、「
よ
か
っ

た
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
み
、
森
の

国
松
野
な
ら
で
は
の
花
を
咲
か
せ
、
実
を
結
ば
せ
、
夢
と
希

望
の
持
て
る
安
心
安
全
、
潤
い
と
活
力
、
そ
し
て
安
定
し
た

行
財
政
基
盤
づ
く
り
を
行
い
、
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
引

き
継
ぐ
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
千
人
心
を
同
じ
く
す
れ
ば
即
ち
千
人
の
力
を
得
、
万
人

心
を
異
に
す
れ
ば
即
ち
一
人
の
用
な
し
」
と
い
う
教
え
が
あ

り
ま
す
。
小
さ
な
町
で
も
、
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
心
を
一

つ
に
結
集
す
れ
ば
、
大
き
な
地
域
力
が
発
揮
で
き
る
も
の
と

信
じ
ま
す
。

　

私
も
、
町
政
を
あ
ず
か
る
現
職
、
町
の
最
高
責
任
者
と
し

て
、
地
に
足
を
つ
け
て
、
ま
ず
は
任
期
い
っ
ぱ
い
、
緊
張
感

と
危
機
管
理
、
問
題
意
識
を
持
ち
、
公
正
無
私
、
一
日
一
生

の
気
持
ち
で
、
目
の
前
の
こ
と
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
取
り
組
む

こ
と
を
基
本
に
置
き
な
が
ら
、
今
期
の
総
括
を
踏
ま
え
、
町

政
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
森
の
国
の
輝
け
る
未
来
づ
く
り
、

誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
町
づ
く
り
」
重
点
施
策
の
推
進
と
、

行
政
課
題
の
克
服
、
安
定
し
た
行
財
政
基
盤
づ
く
り
に
向
け

て
、
ま
だ
道
半
ば
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
森
の
国
の
ま
ち
づ
く
り
第
２
章
へ
、
将
来
展

望
を
切
り
開
き
、
夢
を
形
に
、
キ
ラ
リ
と
光
る
松
野
町
に
向

け
て
、
引
き
続
き
町
政
運
営
に
全
力
を
投
入
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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特集　夏の節電

夏
の
節
電

　

８
月
か
ら
９
月
は
電
力
の
需
要
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
今
夏

は
特
に
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
節
電
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

猛暑であった２年前の夏と比べて７％の削減を目指しましょう！

夏場は電源ＯＦＦでも充分快適！
　便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機
能があれば利用しましょう。機能がなければ、
コンセントからプラグを抜くことも有効です。

設定温度は「強」から「中」に！
食品を詰め込みすぎないようにし、
ドアの開閉は回数や時間を少なめに！
　探し物がすぐ見つかるよう、庫内を整理する
こともポイント。効率よく食品を冷やせます。
※温度設定を弱めると庫内の温度が上がります
ので、食品の傷みにはご注意ください。

壁から離して設置を！
　壁にぴったり付けると、放熱ができず、電気
をたくさん消費してしまいます。

熱いものは冷ましてから！
　いきなり熱いものを入れると庫内の温度が上
がり、設定温度に冷やすまでに電気をたくさん
消費することになります。

使わないときはこまめに消灯しましょう！
　日中や、使わない照明はこまめに消灯を。家族が一
部屋に集まって団らんを楽しむことも節電になります。

こまめなお掃除で明るさアップ！
　電球や照明カバーにホコリがたまると、明るさが低
下します。暗いな、と思ったら、他の照明をつける前
にまずお掃除を。

取り替えも節電に！
　白熱電球を電球型蛍光ランプやＬＥＤ電球に取り替
えると、大きな節電効果が表れます。
　蛍光ランプは古くなると明るさが落ちますが消費電
力は同じです。両側が黒ずんできたら早めに取り替えを。

温水洗浄便座

冷　　蔵　　庫

照　明　器　具

食器はまとめて洗って節電を！
　少ない食器を数回に分けて洗うと、電気や水、洗剤
を余分に使用します。ある程度まとめて洗いましょう。

食器洗い乾燥機

削減率

５％

削減率

２％
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特集　夏の節電

明るさや音量はほどほどに！
見ないときはスイッチＯＦＦ！
　画面の輝度を上げたり、音を大きくしたりすると、
たくさんの電気を消費します。省エネモードに設定す
ることで、電気の消費を抑えることができます。

こまめなお掃除で画面を明るく！
　テレビ画面は静電気の影響でホコリがたまりやすい
場所です。
　画面が暗くなったら、輝度を上げる前にまずお掃除
を。

テ　　レ　　ビ

４時間以上保温するなら、
電子レンジで温め直しを！
　ご飯の保温は４時間までが目安です。タイ
マー機能で早朝にまとめて炊飯し、冷蔵庫に
保存しましょう。

炊　　飯　　器

削減率

２％

削減率

２％

室温は28度を目安に！
　設定温度は高めに。ドア・窓の開閉を少な
くしましょう。

扇風機を併用すれば、さらに涼しく
感じられます！
　エアコンのひんぱんなオンオフは、電力の
増加につながるので注意しましょう。

室外機の周りはすっきりと！
　室外機の周りに物を置くと、効率が下がっ
てしまいます。

２部屋でそれぞれ使用している場合
には、１部屋に減らして使用！

フィルターはこまめにお掃除を！
　フィルターの目詰まりは効率を悪くしま
す。月に１～２回はお掃除を。

“すだれ” や “よしず” などで
日差しをカット！
　窓からの日差しを和らげることで、冷房効
率がアップします。つる性の植物を育ててグ
リーンカーテンを作るのもお勧め。

エ　ア　コ　ン

削減率

10％

削減率

30％

削減率

10％

　

記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
た
平
成
22
年
の
夏
は
、
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
人
が
５
万
４
千
人
、

熱
中
症
で
死
亡
し
た
人
が
年
間
１
７
１
８
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
死
亡
し
た
人
の
約
８
割

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
節
電
も
大
切
で
す
が
、
エ
ア
コ
ン
を
上
手
に
使
っ
て
、
熱
中
症
の

対
策
も
き
ち
ん
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
を
防
ぐ
に
は
次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

①　
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
！

　
　

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
や
お
茶
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
は
飲
み
す
ぎ
に
注
意
し
、
薄
め
て
飲
み
ま
し
ょ
う
。

②　
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
！

　
　

過
労
に
な
ら
な
い
よ
う
、
充
分
な
睡
眠
と
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

１
日
３
食
、
し
っ
か
り
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

③　
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う
！

　
　

外
出
時
は
、
通
気
性
の
良
い
衣
類
を
身
に
つ
け
、
直
射
日
光
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

エ
ア
コ
ン
な
ど
を
上
手
に
利
用
し
、
暑
さ
対
策
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
を
利
用
し
、
涼
し
く
過
ご
せ
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

エ
ア
コ
ン
は
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

役場庁舎などの節電にご理解を！
　松野町役場でも節電のため、庁舎内の蛍光灯を間引くなどの
取り組みを行っています。
　ご迷惑をおかけいたしますが、ご協力のほど、よろしくお願
いします。
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森の国の夏祭り2012
今
年
も
森
の
国
の
熱
い
夏
が
や
っ
て
く
る
！

森
の
国
の
夏
祭
り
２
０
１
２
開
催

森の国の夏祭りスケジュール
８月13日㈪　※雨天時は15日㈬に延期

コスプレイベント
　　　時　間　　12：00～（受付開始）
ステージショー
　　　時　間　　16：30～21：00
　　　場　所　　虹の森公園（河川敷）
ガーデンパーティー（1,000席完備）
　　　時　間　　16：30～21：00
　　　場　所　　大門橋、虹の森公園
お施餓鬼太鼓・盆踊り大会
　　　時　間　　18：00～19：30
　　　場　所　　虹の森公園（やすらぎゾーン）
花　火　大　会
　　　時　間　　第１部　　19：35頃
　　　　　　　　第２部　　20：55頃
　　　場　所　　虹の森公園周辺

※同時にフォトコンテストも開催します。森の国の夏祭りの写真作品の応募をお待ちしております。
　フォトコンテスト応募締切：平成24年９月28日（金曜日）　　※当日消印有

　13日は正午から大門橋への自動車の立ち入りを
禁止するほか、道路の混雑が予想されます。ま
た、会場の駐車場にも限りがございますので、な
るべく自動車でのご来場はお控えください。町外
のお客様には臨時のトロッコ列車も運行しており
ます。
　また、夏祭り実行委員会ではボランティアス
タッフの募集も行っております。感動の汗を一緒
に流してみませんか。
夏祭り実行委員会事務局　☎（0895）42－1116

【夏祭り実行委員会からのお知らせ】

　
「
森
の
国
の
夏
祭
り
２
０
１
２
」
が
８
月
13
日
㈪
に
虹
の

森
公
園
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
門
橋
と
虹
の
森
公
園
周
辺
が
１
，
０
０
０
席

以
上
を
完
備
し
た
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
に
姿
を
変

え
、
お
さ
か
な
館
裏
の
河
川
敷
で
は
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
催

さ
れ
ま
す
。
勇
壮
な
和
太
鼓
の
演
奏
や
、
バ
ン
ド
・
ダ
ン
ス

等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
に
は
え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
２

０
１
２
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
『
そ
ら
あ
お
』
を
歌
う
「
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｔ
Ｅ
」
が
出
演
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
お
施
餓
鬼
太
鼓
・
盆
踊
り
大
会
は
、
虹
の
森
公
園

や
す
ら
ぎ
ゾ
ー
ン
で
18
時
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
か
わ
い
い
浴
衣
姿
を
お
見
逃
し
な
く
。

　

更
に
、
今
年
２
回
目
と
な
る
「
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
」
も

開
催
予
定
で
す
。
漫
画
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
し

た
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
、
今
年
も
松

丸
の
町
並
み
が
異
次
元
空
間
に
変
貌
し
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
の
「
自
称
日
本
一
」
の
花
火
大
会
は
、
２
部
構

成
で
行
わ
れ
ま
す
。
第
１
部
は
19
時
35
分
頃
か
ら
、
第
２
部

は
20
時
55
分
頃
か
ら
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
迫
力
の
花
火

を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

14
日
㈰
に
は
吉
野
生
地
区
と
目
黒
地
区
で

盆
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

吉
野
生
地
区
の
盆
踊
り
大
会
で
は
、
昔
な

が
ら
の
お
施
餓
鬼
供
養
や
、
保
育
園
児
に
よ

る
盆
踊
り
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

夜
空
を
彩
る
花
火
も
見
事
で
す
。

　

目
黒
地
区
で
は
伝
統
の
昔
踊
り
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
花
火
を
見
上
げ
な
が
ら

ふ
る
さ
と
の
お
盆
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
豊
岡
前
地
区
で
も
、
豊
前
集
会
所

を
会
場
に
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
域
住

民
一
丸
と
な
っ
て
の
名
物
行
事
で
す
。
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
や
大
迫
力
の
花
火
大
会
も
開
催

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
の
国
の
夏
祭
り
が
終
わ
っ
て
も
、
各
地

区
で
は
楽
し
い
お
盆
行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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６
月
23
日
㈯
に
町
内
職
域
７
団
体
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
汗
と
笑
い
の
吹
き
出

す
な
か
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
普
段
気
心
の
知
れ
た
仕
事
仲
間
。
そ
れ
ぞ

れ
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

今
回
、
見
事
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
の
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
チ
ー
ム
で
す
。

　

７
月
８
日
㈰
に
消
防
団
の
夏
期
訓
練
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
会
に
は
岡
本
団
長
以
下
１
２
３
名
の
団
員
が

出
動
し
、
森
の
国
ド
ー
ム
で
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
団
員
た
ち
は
人
員
姿
勢
服
装
点
検
や
機
械
器

具
点
検
、
礼
式
訓
練
な
ど
、
鬼
北
消
防
署
職
員
か
ら
の
指
導

を
受
け
、
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
発
生
が
予
想
さ
れ
る
台
風

や
大
雨
に
よ
る
風
水
害
、
今
後
30
年
以
内
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
を
想
定
し
て
、
規
律
正
し
い

動
作
で
訓
練
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
団
員
た
ち
は
虹
の
森
公
園
河
川
敷
に
移
動

し
、
機
械
器
具
の
取
扱
い
訓
練
を
兼
ね
た
一
斉
放
水
を
行
い

ま
し
た
。

森の国だより

職
域
対
抗
球
技
大
会

森
の
国
さ
く
ら
の
会
総
会

植
樹
地
の
管
理
作
業
も
実
施

消
防
団
夏
期
訓
練
会

6月
23日

7月
8日

6月
26日

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　
　

フ
レ
ン
ド
ま
つ
の

　

準
優
勝　
　

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ス

　

三　

位　
　

キ
ョ
ク
ヨ
ー
フ
ー
ズ

【
参
加
チ
ー
ム
】

　

フ
レ
ン
ド
ま
つ
の

　

ラ
イ
フ
ま
つ
の

　

デ
イ
ま
つ
の

　

キ
ョ
ク
ヨ
ー
フ
ー
ズ

　

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ス

　

郵
便
局

　

商
工
会
青
年
部

　

松
野
町
職
員
組
合

役
員
紹
介

会　

長　

日
平　

治
男

副
会
長　

増
田　

善
吉

　

〃　
　

谷　
　
　

清

監　

事　

加
藤　

勝
恵

　

〃　
　

金
谷　

裕
美

︻
敬
称
略
︼

　

６
月
26
日
㈫
、
平
成
24
年
度
森
の
国
さ
く
ら
の
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
の
国
さ
く
ら
の
会
は
、
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
平
成
22
年
度
に
設
立
さ
れ
、
現
在
２
年
が
経
過
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
研
修
活
動
や
講
演
会
、
植
樹
活
動
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
、
活
動
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

総
会
で
は
、
23
年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
予
算
、
24

年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
審
議
・
承
認
さ
れ
、
計

画
ど
お
り
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
講
演
会
が
行
わ
れ
、
全
国
ヒ
ノ
キ
ク
ロ
ー

ン
林
業
研
究
会
主
宰
の
二
宮
一
雄
先
生
が
「
地
域
お
こ
し
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
木
の
品
種
づ
く
り
の
大
切
さ
や
特
産
品

づ
く
り
な
ど
を
含
め
て
、
ま
ち
お
こ
し
に
展
開
し
て
い
く
話

を
講
演
し
ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
は
役
員
の
改
選
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

協
議
の
結
果
、
引
き
続
い
て
現
役
員
が
留
任
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
30
日
に
は
、
管
理
活
動
と
し
て
植
樹
地
の
草

刈
作
業
が
実
施
さ
れ
、
会
員
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

早
朝
に
集
合
し
た
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
松
丸
ス
ポ
ー
ツ
広

場
周
辺
や
長
谷
池
、
林
道
日
吉
松
野
線
沿
い
の
植
樹
地
の
草

刈
を
行
い
、
桜
の
育
成
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

森
の
国
さ
く
ら
の
会
で
は
、
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
建
設
環
境

課
（
☎
42
・
１
１
１
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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まちの掲示板

人
権の広場

葛
句
会
六
月
例
会
句
会�

於　

町
民
セ
ン
タ
ー

　

一
病
を
労い

た

は
り
つ
づ
け
梅
雨
寒
し 

伊　

藤　

富　

子

　

は
か
ら
ず
も
去
る
故
郷
や
栗
の
花 

岡　

本　

京　

子

　

月
見
草
咲
く
静
寂
の
狭
庭
か
な 

金　

谷　

重　

子

　

鬼ほ
お
ず
き灯
を
ふ
ゝ
む
女
の
片
え
く
ぼ 

金　

谷　

文　

恵

　

糠
袋
洗
え
ば
目
高
群
れ
に
け
り 

木　

下　

三
千
恵

　

四
万
十
の
恵
み
潤
ふ
青
田
か
な 

駒　

山　

忠　

夫

　

残
り
苗
棚
田
の
畦
に
育
ち
け
り 

谷　
　
　

き
よ
し

　

百
色
の
千
種
の
バ
ラ
や
ひ
と
万
人 

布　
　
　

久　

光

　

丹
精
の
薔
薇
一
輪
の
蕾
か
な 

布　
　
　

康　

江

　

前
む
き
に
悩
ん
で
生
き
た
い
梅
雨
の
日
々 

ひ　

の　

た
い
ら

　

十
薬
の
白
黄
昏
る
る
小
雨
か
な 

正　

木　

玲　

子

　

桑
の
実
の
ほ
の
か
に
甘
く
色
深
く 

宮　

地　

佐
知
子

　

夕
風
の
薙な

ぎ

渡
り
ゆ
く
青
田
か
な 

山　

下　

ス
ミ
子

葛
句
会
五
月
例
会
句
会

　

風
に
の
る
紙
ヒ
コ
ー
キ
や
五
月
晴 

山　

下　

ス
ミ
子

吉
野
句
会
六
月
例
会�

於　

吉
野
生
公
民
館

　

老
ひ
寄
れ
ば
余
命
の
話
梅
雨
晴
れ
間 

赤　

松　

午　

子

　

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
山
家
へ
の
丸
木
橋 

稲　

谷　

キ
ミ
子

　

紫
陽
花
の
影
を
う
つ
し
て
水
流
る 
上　

田　

み
ち
子

　

睡
蓮
の
鉢
に
鎮
座
す
牛
蛙 
岡　

本　

三　

葉

　

蝶
三
羽
恋
の
鞘
当
て
か
も
知
れ
ぬ 
菊　

澤　

大　

和

　

車
椅
子
膝
の
子
猫
と
若
葉
風 

竹　

内　

サ
ダ
子

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
四
年　

六
月
投
句
分
）

秀
作

《
不
器
男
記
念
館
》

　

全
身
を
耳
に
河
鹿
の
声
探
す 
西
予
市　
　

末　

光　

恵
美
子

　

一
声
の
き
き
た
く
か
じ
か
待
ち
わ
び
て 

西
予
市　
　

宇
都
宮　
　
　

霞

　

旧
家
て
ふ
名
残
も
庭
の
万
緑
に 

西
予
市　
　

梶　

原　

路　

子

　

す
ぐ
読
め
る
涼
し
き
文
字
の
不
器
男
句
碑 

西
予
市　
　

長　

野　

由　

子

佳
作

《
虹
の
森
公
園
》

　

山
寺
へ
行
く
細
道
や
竹
落
葉 

鬼
北
町　
　

松　

田　

ツ
ル
子

　

廃
屋
の
屋
根
の
崩
れ
や
時ほ
と
と
ぎ
す鳥 

松
野
町　
　

駒　

山　

忠　

夫

《
不
器
男
記
念
館
》　

　

苔
の
花
不
器
男
生
家
の
碑
に 

西
予
市　
　

牛　

頭　

満
寿
子

　

十
薬
の
語
る
旧
居
の
今
む
か
し 

西
予
市　
　

河　

野　

貴
和
子

　

河
鹿
聞
き
止
め
た
き
一
歩
ま
た
一
歩 

西
予
市　
　

石　

野　

桂　

子

　

明
け
放
つ
不
器
男
館
の
ほ
と
と
ぎ
す 

西
予
市　
　

清　

水　

揖　

子

　

グ
ラ
ン
ド
を
駆
け
る
球
児
や
雲
の
峰 

鬼
北
町　
　

松　

田　

ツ
ル
子

　

若
楓
青
し
故
郷
の
空
青
し 

鬼
北
町　
　

中　

尾　
　
　

正

障害の壁をなくす
　だれにでもできることと、できないことがあるのが当然です。加齢によってできなくなるこ
とや、障害によってできないことがあるのは、その人の存在の一部分で、個性でもあります。
　ところが、私たちは、できないことに目を向けすぎ、その人を否定的にとらえることはない
でしょうか。できないことだけに注目し、その人の参加の機会を奪っていることはないでしょ
うか。障害のある人の日々の生活は、その人の身体的障害よりも、まわりの人の偏見、無知と
いう壁によって制限されることが多いと言われています。それが排除や差別へとつながるのだから、自分の中の
壁を取り除くことが重要だと思います。
　ハンセン病回復者の本田さんは、後遺症により手足に障害があります。松本さんは、目が見えません。厳しい
差別を受けてこられたお二人にお会いする前、私は悲しそうな、または怖そうな顔をされた本田さんと松本さん
を勝手に想像していました。差別を受けた人はかわいそうであり、障害のあるお二人は、私とは違うと思う気持
ちがあったのだと思います。ところがお会いして、話を伺ううちに、今まで、障害者、老人、被差別…と抱いて
いたイメージ（偏見）は間違いであり、差別心だったと気付きました。本田さん、松本さんは、「私のこの変形
した顔や手足を見てください。」とおっしゃいます。その顔や手足が障害なのではなく、他の人の無理解な対応
こそが、人生の障害であり、偏見・無知が差別を生むとおっしゃりたいのだと思います。
　身の回りには障害のある人、ない人、様々な人がいて、障害も個性も顔が一人一人違うように実に多様です。
大事なことは、その人と会って分かろうとすることだと思います。そして、できないことではなく、できること
に焦点を当てて考えたいものです。自分の意識や態度が障害の壁をつくってはいないか考えることは、実は自分
自身を学ぶことだと思います。

松野西小学校　人権・同和教育主任　酒井節子
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まちの掲示板

大谷正廣さんが愛媛県林業研究グループ連絡協議会会長賞を受賞されました
　愛媛県林業研究グループ連絡協議会会長賞は、グループ創
設30周年を期に、今後の林業研究グループ活動の新たな発展
を期待して創設された賞で、これまでに、県林業研究グルー
プ連絡協議会又は地区林業研究グループ連絡協議会で活躍さ
れ、林業研究グループの育成発展に特に功績のあった林業研
究グル－プ会員を表彰するものです。
　この度、大谷正廣さんは地元椎茸生産者の代表を長く務め
られ、椎茸生産の振興にご尽力されるとともに、地元松野中
学生を対象とした森林・林業教室を通じて、森林・林業への
理解を促す講義、体験活動を積極的に行っておられることが
高く評価され、受賞に至りました。

ふるさとの味、作ってみよう！「夏編」
～エプロンおばさんが伝えていきたい一品！～

１．魚は焼いて身をほぐす。

２．�きゅうりは小口切りにし、塩を振っ

てしんなりさせて水気を切る。

３．�板こんにゃくは横３枚に切り、４㎝

長さに切って茹でる。

　　青じそはせん切り。

４．�すり鉢でごまをすり、味噌を加えて

なめらかになるまでよくする。砂糖

と①の魚も加えて、さらにする。

５．�湯冷ましを少しずつ加えて、④をの

ばす。

６．�茶碗に盛ったごはんの上から⑤の汁

をかけ、②・③の具を上から盛り付

ける。

冷や汁（６人分）

あじ  中１尾
きゅうり  １本
板こんにゃく  １／２枚
青じそ  ３枚
味噌  120ｇ
ごま  大さじ１
砂糖  大さじ１／２
湯冷まし  約３カップ
※お好みで加減してください。
ごはん  適量

（写真は150ｇ）

～豆知識（^。^）ｂ～
　魚は、あじの他にさばなどを使ったり、砂糖を入れなかったり、みょうがを加えたりなど、それぞれ
の家庭の味がある料理です。
　生の魚が手に入りにくい時代には、「いりこ」を炒って作っていたそうです。
　手軽に作れる夏向きの料理です。ぜひ作ってみてください。

　私たち（エプロンおばさん）が、若い世代に伝えたい松野の味、四季の料理を、４回に分けて広報に

掲載していきたいと思います。  （松野町食生活改善推進協議会）
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学校施設等整備計画について
【計画の内容】
１　計画名称 松野町公立学校等施設整備計画

２　計画作成主体 松野町

３　計画期間 平成　24　年度　～　平成　26　年度

４　域内の公立の義務教育諸学校等施設の整備状況について
　①　保有校数及び耐震化の状況等（Ｈ24．４．１現在）

　②　その他、特記すべき状況・課題

保有校等 域内全棟数
（ａ）

（ａ）のうち
Ｓ56年以前に

建設された棟（ｂ）耐震診断実施率 うち耐震性
のある棟

うち耐震性
の無い棟

小学校 ３校 ７棟 ２棟 100.0％ ０棟 ２棟
中学校 １校 ５棟 ５棟 100.0％ １棟 ４棟
高等学校 －校 －棟 －棟 　　－％ －棟 －棟
特別支援学校 －校 －棟 －棟 　　－％ －棟 －棟
幼稚園 －校 －棟 －棟 　　－％ －棟 －棟
学校給食施設
　単独校調理場
　共同調理場

－箇所
１箇所

スポーツ施設
　学校水泳プール
　学校武道場
　社会体育施設

３箇所
－箇所
９箇所

　本町には、小学校３校、中学校１校があり、その児童生徒数については、年々減少傾向にある。このような
状況の中、老朽化した学校施設の耐震性やより良い教育環境の確保等、多くの課題を抱えており、計画的な教
育施設の整備充実を図り、子どもたちが安全に安心して学習できる環境づくりを推進する。

５　公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標について
　①　地震、津波等の災害に備えるための整備

　　（目標耐震化率の設定）

　平成22年度までに実施した耐震診断により、耐震性のないことが確認されている中学校校舎１校と屋内運動
場３棟について、本計画期間内及び計画期間終了後に引き続き改築及び耐震補強を実施し耐震化を図る。

学校区分
耐震性の無い棟 計画期間中に耐震化を図る棟数 耐震化事業実施による耐震化率の目標（％）

うち、Is値0.3
未満等の棟数 うち補強 うち改築 （現状）　　　→　　　（目標）

小 学 校 ２棟 ０棟 １棟 １棟 　棟   71.4　　　→　　　  85.7
中 学 校 ４棟 ３棟 ４棟 １棟 ３棟   20.0　　　→　　　100.0
高 等 学 校 　棟 　棟 　棟 　棟 　棟 →
特別支援学校 　棟 　棟 　棟 　棟 　棟 →
幼 稚 園 　棟 　棟 　棟 　棟 　棟 →

　②　防犯対策など安全性の確保を図る整備

　③　教育環境の質的な向上を図る整備

　④　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

　ー

改築施設については、環境に配慮した学校施設整備の一環として、太陽光発電設備、雨水利用設備を整備する。

　ー

６　５の目標を達成するために必要な整備事業について

７　５の目標に対して行う事後評価について

耐震化事業の達成度合いを図るための指標等を検討し、庁内の事務事業評価により、目標の達成度合いを計測、評価する。

　　次ページに記載



11

学校施設等整備計画について
【整備事業の内容（総括票）】

整備区分・内容 事業数

事業全体における全工事費（千円）
【負担金事業を含む】

備　考うち、対象内実
工事費（交付金の
算定対象実工事費）

うち、対象外
実工事費

①　地震、津波等の災害に備えるための整備
　　改築（不適格）W、R
　　地震補強

②　防犯対策など安全性の確保を図る整備

③　教育環境の質的な向上を図る整備
　　太陽光発電

④　 施設の特性に配慮した教育環境の充実を
図る整備

１
２

１

941,983
49,600

31,500

840,330
49,600

31,500

101,653
0

0

小　　　　計 ４ 1,023,083 921,430 101,653

⑤　 その他目標達成のために必要な事業及び
法第３条第１項各号に規定する負担事業

小　　　　計
合　　　　計 1,023,083 921,430 101,653 

【整備事業の内容（学校ごと）】

学校名
整備区分
（総括票

より）
事業
番号 事業名 建物

区分
構造
区分

事業全体面積等
（㎡、箇所等）

事業全体における工事費（千円）
【負担金事業を含む】

うち、
対象内面積等

（交付金の算定
対象面積等）

うち、対象外
面積等

うち、対象内実
工事費

（交付金の算定
対象実工事費）

うち、対象外
実工事費

松野中学校（Ⅰ期工事） 
松野中学校（Ⅰ期工事） 
松野中学校（Ⅱ期工事） 
松野中学校（Ⅱ期工事） 
松野中学校（Ⅱ期工事） 
松野中学校 
松野東小学校 

①
①
①
①
③
①
①

0204
0204
0204
0204
2301
0501
0501

不適格改築
不適格改築
不適格改築
不適格改築
太陽光発電
地震補強
地震補強

校舎
校舎
校舎
校舎
校舎

屋内運動場
屋内運動場

木造
鉄筋コンクリート造

木造
鉄筋コンクリート造

－
鉄骨その他造
鉄筋コンクリート造

2,909

30 
923 
660 

999
164 

1,500 
246 
30 

923 
660 

0
0 
0 
0 
0 
0 
0 

327,408
53,742 

481,755 
79,078 
31,500 
26,000 
23,600 

292,480
48,009 

429,363 
70,478 
31,500 
26,000 
23,600 

34,928
5,733 

52,392 
8,600 

0 
0 
0 

２校 1,023,083 921,430 101,653 

学校名
計画期間
における
各事業の
予定年度

耐震化棟数（棟）
契約日

（予定日）
竣功

（予定日） 備　　　　　考耐力度
4,500点
以下

Ｉｓ値
0.3未満

Is値
0.3～
Ｉｓ値
0.4未満

Is値
0.4以上

松野中学校（Ⅰ期工事） 
松野中学校（Ⅰ期工事） 
松野中学校（Ⅱ期工事） 
松野中学校（Ⅱ期工事） 
松野中学校（Ⅱ期工事） 
松野中学校 
松野東小学校 

24年度予定
24年度予定
24年度予定
24年度予定
24年度予定
25年度予定
26年度予定

3

1
  1 

Ｈ24年8月
Ｈ24年8月
Ｈ24年8月
Ｈ24年8月
Ｈ24年8月
Ｈ25年7月
Ｈ26年7月

Ｈ25年3月
Ｈ25年3月
Ｈ25年3月
Ｈ25年3月
Ｈ25年3月
Ｈ26年3月
Ｈ27年3月

エコスクール整備、地域材を活用した木造建物
エコスクール整備 
エコスクール整備、地域材を活用した木造建物
エコスクール整備 
太陽光30kw
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おしらせ　Information

お
も
ち
ゃ
鑑
定（
鑑
定
希
望
の
お
も
ち
ゃ
募
集
！
）

　

お
も
ち
ゃ
鑑
定
士
の
若
藤
昌
男
氏
（
宇
和
島
市
出
身
）

が
、
一
般
の
方
が
所
有
す
る
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

お
も
ち
ゃ
鑑
定
を
行
い
ま
す
。
出
品
者
も
自
己
鑑
定
を

行
い
、
若
藤
氏
の
鑑
定
額
と
最
も
近
い
方
に
、
景
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
と　

き
】
８
月
11
日
㈯
午
後
５
時
～
６
時

※
鑑
定
希
望
の
方
は
４
時
半
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
と
こ
ろ
】も
ー
に
ほ
～
る
前（
宇
和
島
市
き
さ
い
や
ロ
ー
ド
）

【
料　

金
】
無
料

〈
鑑
定
を
希
望
さ
れ
る
方
〉

　

お
名
前
、
住
所
、
連
絡
先
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前

及
び
概
要
（
大
き
さ
、
購
入
時
期
な
ど
）
を
、
メ
ー
ル

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
８
月
７
日
㈫
ま
で
に
、
い
や
し
博

交
流
サ
ロ
ン
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
注
意
事
項
）

・
お
も
ち
ゃ
は「
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」の
物
に
限
り
ま
す
。

・
鑑
定
す
る
お
も
ち
ゃ
は
、
一
人
に
つ
き
１
つ
。

・
人
数
多
数
の
場
合
は
、
申
込
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
込
先
】
い
や
し
博
交
流
サ
ロ
ン

　

メ
ー
ル　

salon@
iyashihaku.jp

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
９
５
・
20
・
１
８
４
８

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

年
金
コ
ー
ナ
ー

退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
に
つ
い
て

　

退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
に
再
就
職

す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
た
め
の
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
退
職
し
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の

配
偶
者
（
夫
・
妻
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
国
民
年
金

の
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
手
続
を
怠
る
と
、
年
金
額
が
減
る
場
合
や
、
年

金
そ
の
も
の
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
要
な
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
場
合

　

60
歳
未
満
で
、
自
営
業
者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
な
ど

（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る
人
や
そ
の
被

扶
養
配
偶
者
以
外
の
人
）
と
な
る
場
合
に
は
、
国
民
年

金
の
第
一
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
に
は
、
住
所
地
の
市
区
役
所
ま
た
は
町
村

役
場
の
窓
口
で
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
と
な
る

た
め
の
手
続
が
必
要
で
す
。
こ
の
手
続
に
は
、
年
金
手

帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
添
付
し
て
、「
国
民

年
金
第
一
号
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
を
提
出
し
ま
す
。

　

提
出
期
限
は
退
職
日
の
翌
日
か
ら
14
日
以
内
で
、
本

人
ま
た
は
世
帯
主
が
提
出
し
ま
す
。

　

第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
月
額
１
４
，
９
８
０

円
（
平
成
24
年
度
）
で
す
。

　

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
定
期
間
分
（
原

則
と
し
て
半
年
ま
た
は
一
年
間
）
の
保
険
料
を
一
括
し

て
納
付
す
る
と
保
険
料
が
割
引
に
な
る
前
納
制
度
や
、

口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
保
険
料
が
割
引
に
な
る
制
度

（
早
割
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
役
場
窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
「
年
金
事

務
所
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
行
政
相
談
】

◆
と　

き　

８
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

◆
内　

容　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

◆
相
談
員　

有
馬
節
男
（
行
政
相
談
員
）

【
心
配
ご
と
相
談
】

◆
と　

き　

８
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

◆
内　

容　

心
配
ご
と
相
談

◆
相
談
員　

民
生
児
童
委
員

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

地
産
地
消
！
地
産
外
商
！
虹
の
森
公
園
青
空
市
場
に
来
て
！
観
て
！
買
っ
て
ね
！

　

い
ま
、
虹
の
森
公
園
「
青
空
市
場
」
に
は
、
松
野
町

で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な
農
産
物
や
お
い
し
い
加
工
品
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
見
や
す
く
な
っ
た
販
売
台
に
は
、
旬
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
野
菜
や
果
物
、
ま
た
そ
れ
を
使
っ
た
お

総
菜
や
お
漬
け
物
、
森
の
国
の
花
木
や
か
わ
い
ら
し
い

金
魚
な
ど
多
彩
な
商
品
が
並
び
ま
す
。
皆
さ
ん
是
非
と

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

ま
た
、
青
空
市
場
で
は
、
農
産
物
や
お
総
菜
な
ど
を

出
荷
し
て
頂
け
る
会
員
さ
ん
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

出
荷
の
決
ま
り
事
な
ど
詳
し
く
は
、
青
空
市
場
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

青
空
市
場
事
務
局
（
役
場
産
業
振
興
課
）

　

☎
０
８
９
５
・
42
・
１
１
１
１

　

虹
の
森
公
園
青
空
市
場

　

☎
０
８
９
５
・
20
・
５
０
０
６　

な
つ
か
し
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

お
も
ち
ゃ
博（
開
催
中
）

【
と　

き
】
９
月
30
日
㈰
ま
で
（
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

※
７
／
６
、７
／
14
、７
／
22
～
24
、８
／
11
は
午
後
９
時

ま
で

【
と
こ
ろ
】
も
ー
に
ほ
～
る
（
宇
和
島
市
き
さ
い
や
ロ
ー
ド
）

【
内　

容
】
な
つ
か
し
の
ヒ
ー
ロ
ー
、ヒ
ロ
イ
ン
大
集
結
！

世
代
を
越
え
た
貴
重
な
お
も
ち
ゃ
２
，
０
０
０
点
以
上

を
展
示
。

〈
夏
休
み
企
画
〉

○
お
も
ち
ゃ
さ
が
し
ク
イ
ズ　

９
月
30
日
㈰
ま
で

　

指
定
の
お
も
ち
ゃ
を
見
つ
け
る
と
、
抽
選
で
毎
月
10

名
に
お
も
ち
ゃ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
お
も
ち
ゃ
鑑
定　

８
月
11
日
㈯
午
後
５
時
～

　

お
も
ち
ゃ
博
会
場
前

【
料　

金
】
大
人
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円

 

※
未
就
学
生
無
料

【
問
合
せ
先
】
い
や
し
博
交
流
サ
ロ
ン
：
☎
20
・
１
８
４
８

（
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）
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自
衛
官
募
集

一
般
曹
候
補
生

【
受
験
資
格
】
18
歳
（
高
卒
見
込
含
）
～
26
歳
ま
で
の
方

【
受
付
期
間
】
８
月
１
日
～
９
月
７
日

【
１
次
試
験
】
９
月
17
日
（
月
・
祝
日
）
午
前

【
試
験
場
所
】
宇
和
島
市
役
所

自
衛
官
候
補
生

【
受
験
資
格
】
18
歳
（
高
卒
見
込
含
）
～
26
歳
ま
で
の
方

【
受
付
期
間
】
８
月
１
日
～
９
月
７
日

【
筆
記
試
験
】
９
月
17
日
（
月
・
祝
日
）
午
後

【
試
験
場
所
】
宇
和
島
市
役
所

※
一
般
曹
候
補
生
と
自
衛
官
候
補
生
の
両
方
得
御
受
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

航
空
学
生

【
受
験
資
格
】
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
方

【
受
付
期
間
】
８
月
１
日
～
９
月
７
日

【
１
次
試
験
】
９
月
22
日
㈯

【
試
験
場
所
】
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

【
種
目
概
要
】
自
衛
隊
航
空
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
養
成
し
最

も
早
く
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
コ
ー
ス

【
問
合
せ
先
】

　

〒
７
９
８
・
０
０
３
４

　

宇
和
島
市
錦
町
10
―
１

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

　

☎
（
０
８
９
５
）
23
・
５
４
３
１

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
を
始
め
ま
し
た

　

宇
和
島
消
防
本
部
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
応
急
手
当
講
習
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
長
時

間
の
講
習
は
参
加
し
づ
ら
い
」「
短
時
間
の
講
習
を
開
催

し
て
欲
し
い
」
と
い
う
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
も
の

で
す
。

　

緊
急
事
態
に
備
え
て
、
応
急
手
当
を
学
び
、
日
ご
ろ

か
ら
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
と
は
？
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
）
を
利
用
し
、
時
間
や
場
所
に
し
ば
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
気
軽
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
が
行
え
る

も
の
で
す
。
宇
和
島
消
防
本
部
が
行
う
救
命
講
習
会
の

座
学
部
分
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
消
防
本
部
が
修
了
証

を
発
行
す
る
講
習
会
（
普
通
救
命
講
習
会
等
）
の
講
習

時
間
を
１
時
間
程
度
短
縮
で
き
ま
す
。

【
講
習
内
容
】

　

救
命
処
置
の
重
要
性
、
突
然
死
に
つ
い
て
な
ど
、
心

肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
映
像
で
学
び
ま
す
。
単
元
毎
に
確
認
試
験
と
、
講

習
最
後
に
修
了
試
験
が
あ
り
ま
す
。
修
了
試
験
で
規
定

の
点
数
を
満
た
し
た
場
合
、
受
講
証
明
書
が
発
行
さ
れ

ま
す
。
講
習
所
要
時
間
は
約
１
時
間
、
中
断
し
た
場
合

で
も
、中
断
し
た
単
元
か
ら
再
開
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

パ
ソ
コ
ン
の
設
定
等
で
再
開
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

【
受
講
方
法
】

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

http://w
w
w
.119.uw

ajim
a.ehim

e.jp/

　

消
防
署
の
ペ
ー
ジ
→
救
急
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
→

　

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら

　

 

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
「
ふ
る
さ
と
南
風
共
和

国
」http://w

w
w
.nanpu.or.jp/

　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
一
般
市
民
向
け
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ

Ｂ
講
習
バ
ナ
ー
か
ら

【
そ
の
他
】
受
講
料
無
料

【
問
合
せ
先
】
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
鬼
北
消
防
署

　

救
急
係　

☎
45
・
２
４
６
１

　

〒
７
９
８
・
０
０
３
４

　

宇
和
島
市
錦
町
10
―
１

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
９
５
・
23
・
５
４
３
１

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
準
備
講
習
会
の
お
し
ら
せ

　

平
成
24
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
第
２
回
）
と
準

備
講
習
会
（
後
期
）
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

試　
　
　

験

【
試
験
日
】
平
成
24
年
10
月
28
日
㈰　

10
時
～

【
会　

場
】
県
立
吉
田
高
等
学
校
・
県
立
八
幡
浜
工
業
高

等
学
校　

他

【
願
書
受
付
】 

書
面
申
請

　
　
　
　
　
　

９
月
３
日
㈪
～
９
月
13
日
㈭
ま
で　

必
着

　
　
　
　
　
　

電
子
申
請

　
　
　
　
　
　

８
月
31
日
㈮
～
９
月
10
日
㈪
ま
で

【
試
験
種
類
】
甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類

　
　
　
　
　
　
（
吉
田
会
場
は
乙
種
第
４
類
と
丙
種
の
２
種
類
）

【
受
験
料
】
甲
種
＝
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

乙
種
＝
３
，
４
０
０
円

　
　
　
　
　

丙
種
＝
２
，
７
０
０
円

【
受
験
願
書
】
消
防
本
部
・
各
分
署

　
　
　
　
　

準
備
講
習
会

【
日　

時
】
９
月
28
日
㈮
～
９
月
29
日
㈯
の
２
日
間

※
い
ず
れ
も
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
会　

場
】
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

４
階
大
会
議
室

【
受
講
料
】
会　

員
＝
６
，
３
０
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員
＝
８
，
８
０
０
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】
法　

令　

１
，
４
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

実　

務　

１
，
４
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

問
題
集　

１
，
４
０
０
円

（
乙
種
４
類
の
場
合
）

【
そ
の
他
】

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内

　

宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局

　

☎
０
８
９
５
・
22
・
７
５
０
１
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絶
対
に
儲
か
る
話
は
な
い
！

●
相
談
状
況
に
つ
い
て

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
平
成
23
年
度
の
相
談

状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
全
体
の
相
談
件
数
は
昨
年

度
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
20
歳
未
満
お
よ
び
60
歳

以
上
の
相
談
は
増
加
し
て
お
り
、
60
歳
以
上
の
割
合
は

全
体
の
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
未
公

開
株
や
社
債
な
ど
金
融
商
品
に
関
す
る
相
談
は
、
高
齢

者
か
ら
の
相
談
が
多
く
、
60
歳
以
上
か
ら
の
相
談
が
全

体
の
69
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
融
商
品
に

関
す
る
相
談
の
平
均
契
約
金
額
は
約
１
０
６
８
万
円
と

高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
手
口
に
つ
い
て

☆
電
話
勧
誘
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
突
然
送
付
さ
れ
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
「
購
入
し
て
く
れ
た
ら

高
値
で
買
い
取
る
」
な
ど
と
別
の
業
者
が
登
場
し
て
購

入
を
促
す
。

☆
「
以
前
の
被
害
回
復
を
す
る
」
な
ど
と
救
済
を
強
調

し
て
、
新
た
な
契
約
を
勧
誘
す
る
。

☆
商
品
も
多
様
化
し
て
お
り
「
未
公
開
株
」
や
「
社
債
」

に
加
え
、「
水
資
源
の
権
利
」「
外
国
通
貨
」「
グ
リ
ー
ン

電
力
証
書
」
な
ど
、
社
会
情
勢
や
新
制
度
の
導
入
な
ど

を
巧
み
に
利
用
し
た
勧
誘
が
行
わ
れ
る
。

●
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

☆
「
絶
対
に
儲
か
る
」「
高
く
買
い
取
る
」
な
ど
と
う
た

う
怪
し
い
投
資
話
を
安
易
に
信
用
し
な
い
。

☆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
送
付
さ
れ
て
も
、
安
易
に
勧

誘
に
応
じ
な
い
。

☆
内
容
が
理
解
で
き
な
い
も
の
に
は
、
手
を
出
さ
な
い
。

☆
突
然
の
不
審
な
電
話
に
対
し
て
は
、
相
手
の
会
社
名
、

氏
名
な
ど
を
確
認
し
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応
す
る
。

　

事
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
な
ど
、
い
っ
た
ん

お
金
を
支
払
う
と
取
り
戻
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。

「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
左
記
の
相
談
窓

口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

松
野
町
産
業
振
興
課　

　

☎
０
８
９
５
・
42
・
１
１
１
６

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

平
成
2₅
年
度
採
用　
松
野
町
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

ご
み
収
集
の
休
止
日
に
つ
い
て

　

８
月
15
日
は
、
鬼
北
環
境
セ
ン
タ
ー
の

施
設
の
休
止
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
み
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
採
用
職
種
及
び
人
員

○
一
般
行
政
職
（
初
級
）
…
…
若
干
名

○
保
健
師
…
…
…
…
…
…
…
…
１　

名

○
保
育
士
…
…
…
…
…
…
…
…
１　

名

■
受
験
資
格

○
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

○
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

○ 

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
16
条
各
号
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

○
採
用
後
は
松
野
町
に
在
住
可
能
な
者

○ 

保
健
師
に
つ
い
て
は
、
保
健
師
免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成
24
年
度
に

実
施
さ
れ
る
国
家
試
験
に
よ
り
免
許
取
得
見
込
み
の
者

○ 

保
育
士
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
資
格
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
取

得
者
で
保
育
士
登
録
済
の
者
、
ま
た
は
平
成
25
年
３
月
末
日
ま
で
に

こ
の
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者

■
採
用
時
期

○
平
成
25
年
４
月
１
日
採
用
予
定

■
試
験
の
日
時
お
よ
び
場
所

○
一
次
試
験

　

平
成
24
年
９
月
16
日
㈰　

午
前
10
時
か
ら

　

一
般
行
政
職
…
試
験
内
容
：
教
養
試
験
・
事
務
適
性
検
査
等

　

 

保
健
師
・
保
育
士
…
試
験
内
容
：
教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
事
務
適

性
検
査
等

○
二
次
試
験

　

平
成
24
年
10
月
21
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

　

一
次
試
験
合
格
者
…
試
験
内
容
：
面
接
・
作
文

○
会
場　

松
野
町
山
村
開
発
町
民
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
給　

与

○ 

初
任
給
は
、
松
野
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

32
年
条
例
第
11
号
）
等
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
該
当

者
に
対
し
て
は
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、

勤
勉
手
当
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 

初
任
給
は
、
職
歴
お
よ
び
学
歴
等
に
応
じ
て
、
一
定
の
基
準
に
基
づ

き
決
定
し
ま
す
。

■
受
験
申
込
み
手
続
き

○
提
出
書
類

　

松
野
町
職
員
採
用
試
験
受
験
願
書
（
総
務
課
備
え
付
け
）
※
１

　

履
歴
書
（
総
務
課
備
え
付
け
）
※
２　

写
真
貼
付
の
こ
と

　

最
終
学
校
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

　

 

保
健
師
お
よ
び
保
育
士
に
つ
い
て
は
、
資
格
免
許
証
ま
た
は
取
得
見

込
み
証
明
書
の
写
し

○
提
出
先

　

 

松
野
町
役
場　

総
務
課

　

〒
７
９
８
ー
２
１
９
２
松
野
町
大
字
松
丸
３
４
３
番
地

○
申
込
期
間

　

平
成
24
年
７
月
23
日
㈪
～
８
月
10
日
㈮
の
執
務
時
間
中

　
（
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

　

郵
送
の
場
合
も
平
成
24
年
８
月
10
日
㈮
必
着

※
１
お
よ
び
※
２
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

松
野
町
役
場　

総
務
課　

☎
42
・
１
１
１
１ 　

内
線
２
１
９

平成2₄年度中に入札を行う予定の業務
工事名 工事場所 工事期間 工事種別 工事（業務）概要 入札・契約方法 入札予定時期

吉野生山村広場整備工事 吉　野 ４ヶ月 土　木
公園工事（排水工、フェン
ス・防球ネット移設及び設
置、グランド整地等）

指名競争入札 平成24年８月

奥野川1︲5がけ崩れ防災対策工事 奥野川 ４ヶ月 土　木 Ｌ=12ｍ 指名競争入札 平成24年８月
蕨生2︲7がけ崩れ防災対策工事 蕨　生 ４ヶ月 土　木 Ｌ=12ｍ 指名競争入札 平成24年８月
小集落改良住宅松丸第１・
第２団地テラス設置工事 松　丸 ２ヶ月 建　築 10箇所 指名競争入札 平成24年８月

公営住宅給湯器及び手摺設置工事 豊岡・吉野 ３ヶ月 建　築 20箇所 指名競争入札 平成24年９月

町道古井谷線改良工事 延野々 ５ヶ月 土　木 Ｌ=50.92m　Ｗ=5.5（9.25）m 指名競争入札 平成24年９月

携帯電話等エリア整備事業
（基盤部工事） 上家地・吉野 ３ヶ月 土　木 基礎工事、コンクリート柱工

事、外溝工事、電気工事 指名競争入札 平成24年10月
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農業者年金

お問い合わせは松野町農業委員会事務局・えひめ南農業協同組合松野支所におたずねください。
松野町農業委員会事務局　☎42－1116・えひめ南農業協同組合松野支所　☎42－1131

農業者の皆さん、
老後の備えは万全ですか？

老後生活は、こんなに長い！ 老後生活は、こんなにお金がかかる！

65歳からの平均余命は… 夫婦２人の場合

老後の家計費
年間：280万円

国民年金だけでは…
年間：158万円

年間：122万円（１か月あたり約10万円）不足

農業者年金は老後生活をがっちりサポート
農業者年金のメリット

●少子・高齢時代に強い積立方式の年金！

●終身年金で８０歳までの保証付き！

●支払った保険料は全額社会保険料控除！

●手厚い政策支援！保険料に国庫補助も

　～農業者の方なら広くご加入いただけます～

公的年金
ならではの
税制上の
優遇措置

一定の要件を満たす方に月額最高１万円
通算すると最大で２１６万円

○保険料支払いによる節税効果の試算（所得税・住民税）

○農業者年金の年金額の試算

老後の備えは、

農業者年金で安心！

保険料額

税率

保険料の額が

月額２万円
（年額24万円）

月額５万円
（年額60万円）

月額6.7万円
（年額80.4万円）

15％の場合 36,000円 90,000円 120,600円

20％の場合 48,000円 120,000円 160,800円

30％の場合 72,000円 180,000円 241,200円

（注） 各欄の金額が節税効果で、保険料支払後も適用される税率に変動がないも
のとして試算しています。

加入
年齢

納付
期間 性別

試算年金額（年額）
保険料２万円 保険料３万円

20歳 40年
男性 89万円 134万円
女性 77万円 116万円

30歳 30年
男性 59万円 88万円
女性 51万円 76万円

40歳 20年
男性 35万円 52万円
女性 30万円 45万円

50歳 10年
男性 15万円 23万円
女性 13万円 20万円

（注） この試算は、65歳までの付利利率が2.30％、65歳以降
の予定利率が1.40％となった場合の通常加入の試算で
す。

　　　 付利利率2.30％は、農業者年金の期待収益率（2.60％）
から付利準備金と調整準備金への繰入率（0.30％）を
控除して設定した率であり、予定利率1.40％は、農林
水産省告示（Ｈ23．４．１施行）により定められてい
る率です。
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◇世帯数
　2,003世帯（＋７世帯）
◇総人口
　4,398人 （＋１人）
　男2,076人　女2,322人

（６月中の異動）
　出生　０人　死亡　３人
　転入　12人　転出　９人

平成24年６月30日現在

町 の 人 口

ご
寄
付
お
礼

（
６
月
30
日
現
在
、
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

城
口
カ
ズ
子	

豊
　
岡	

沖
　
　
幸
人	

松
　
丸

☆
広
報
送
付
お
礼

金
谷
　
範
夫
　
　
神
奈
川
県

武
内
　
洋
子
　
　
大
阪
府

岩
井
喜
美
子
　
　
奈
良
県

小
林
　
道
子
　
　
神
奈
川
県

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

豊
　
岡
　
森
口
チ
ヱ
コ
　
　
84
歳

松
　
丸
　
沖
　
　
安
男
　
　
80
歳

延
野
々
　
井
上
　
正
之
　
　
74
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

発　行／松野町役場　　編　集／総務課　〒 798-2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343　☎0895－42－1111
URL:http://www.town.matsuno.ehime.jp/　　E-mail:m-soumu@town.matsuno.ehime.jp

８月の行事予定

８/13㈪　森の国の夏祭り2012

　　　　　松丸地区盆踊り大会

８/14㈫　吉野生地区盆踊り大会

　　　　　目黒地区盆踊り大会

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡外　科　系 内　　　科　　　系

平成24年８月５日㈰ ますだクリニック
伊吹町　☎（23）6611

和霊町松浦内科
和霊元町　☎（23）1510

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

永 井 内 科 医 院
津島町　☎（32）6688

平成24年８月12日㈰ 小川クリニック
丸之内　☎（23）3599

松澤循環器科内科
天神町　☎（25）5858

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

鬼北町国保日吉診療所
鬼北町　☎（44）2250

平成24年８月19日㈰ 上甲外科麻酔科
寄　松　☎（25）5811

笹 岡 内 科
中央町　☎（24）3886

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

城 戸 医 院
鬼北町　☎（45）1234

平成24年８月26日㈰ 植木整形外科医院
堀端町　☎（22）0022

宇都宮内科胃腸科
栄町港　☎（25）7228

こばやし小児科
長　堀　☎（23）1150

富 山 医 院
鬼北町　☎（45）0360

８月の休日当番医

　おじいちゃんの毅さん（写真中央）、お兄ちゃんの
瑠伽くん（写真左）、弟の瑠那くん（写真右）です。
　古谷家は８月生まれが３人。ひと月に３回ケーキが
食べられる！と思っていたら、いつの間にか１度の誕
生会にまとめられてしまいました。
　瑠伽くんと瑠那くんは毎日サッカーの練習で泥だら
けになって帰ってきます。おじいちゃんの毅さんは、
スクールガードリーダーとして、そんな２人と松野町
の子供たちの安全を毎日見守っています。

【コメント】
僕達の将来の夢は、プロサッカー選手。おじいちゃん
の夢は、僕達が結婚するまで元気でいることです。

９月・10月生まれの町民を募集します！
　広報まつのでは年齢・性別を問わず、誕生日の町民を紹介していきたいと考え
ています。掲載を希望される方は、総務課広報担当までご連絡ください。
※都合により掲載できない場合もありますのでご了承ください。
 【問合せ先】　☎42－1111（内線221）

古
ふる

谷
や

　　毅
つよし

さん　　1944年８月12日生　（68歳）

古
ふる

谷
や

　瑠
る

伽
か

くん　　2000年８月31日生　（12歳）

古
ふる

谷
や

　瑠
る

那
な

くん　　2002年８月19日生　（10歳）

集
ま
れ
！
８
月
生
ま
れ
！


